
三菱樹脂の環境保全活動

２００２年４月１９日
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三菱樹脂長浜・浅井工場の環境保全活動のあゆみ

環境マネージメント活動
１９９９年１２月認証取得

環
境
活
動
の
領
域
拡
大

PRTR物質削減計画作成 PRTR物質削減実施活動

PRTR物質削減計画の作成

代替品の調査・試作

PRTR物質削減実施
・PRTR物質削減代替の実施
・PRTR物質削減計画の実施

・環境ホームページ
・ライフサイクルアセスメント

推進計画・実施
・特定化学物質の削減計画・実施

・環境配慮型商品の開発
・環境報告書の発行

・環境会計環　　境　　保　　全

・ＰＲＴＲ管理
・ゼロエミッション活動

・省資源、省エネルギー活動
・環境マネージメントシステム構築

・内部監査

環境対応

水質分析測定
大気分析測定
作業環境測定
その他環境分析

環境フェアー開催

PRTRﾊﾟｲﾛｯﾄ工場（平塚）

環　　境　　経　　営

環境報告書の発行
サイト初版

環境報告書の発行
サイト２版

ゼロエミッション達成
２００１年３月達成ゼロエミッション活動

環境計量事業所

１９７０年代～ ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年
Ｐ－２



長浜工場、浅井工場
(滋賀県)

１９９９．１２．２４
平塚工場
(神奈川県)

２０００．３．３１美祢工場
(山口県)

２０００．１２．８

郡山工場
(福島県)

２０００．１２．２２

長浜・浅井工場登録証
   

取得工場
(所在地)
取得日

三菱樹脂 環境ISO14001取得状況

環境保全活動を推進するため「ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ実施宣言」のもと、
環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｽｽﾃﾑの国際規格ISO14001認証取得を進め2000年度中

に全５工場（工場内関係会社含む）で認証取得を完了しました。
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２００１年度埋立処分率実績　
２.０
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計画
ｾﾞﾛｴﾐ
宣言

完全ｾﾞﾛ
宣言

実績

０１
ｾﾞﾛｴﾐ
宣言

長浜

浅井

美祢

平塚

郡山

年間完全ゼロ
工場！

会社

工場

０.１
実績

１.０
目標

完全ゼロ！０ ０

‘９９ ‘００ ‘０１ ‘０２
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グリーン調達
ISO14001

成分表示ＬＣＡ

安全な商品
環境ホルモン

化学物質過敏症

安全な住環境
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ・PRTR

地下水汚染・無災害

拡大製造者責任
廃棄物管理・ﾘｻｲｸﾙ

予防原則
有害化学物質の使用削減

環境会計の活用目的
・環境投資、施策の意志決定判断
　情報として活用する。（内部環境会計）

・事業活動が環境に与える社会的
　責任を明確にする。　（外部環境会計）

・利害関係者への情報提供と企業
　姿勢を公表する。　　（外部環境会計）

企業と取り巻く社会の要請と環境会計

利害関係者に対応できる経営 株主
投資家

顧客

環境経営
　リスク管理→企業存続
　環境各付→エコファンド→株価

環境会計

三菱樹脂

消費者 行政

情報開示
ＰＲＴＲ
環境関係
商品表示

法遵守＋自主的改善
保安・防災

労働安全衛生確保
地域環境改善
地球環境改善

循環型社会形成環境ＮＧＯ
Ｐ－５



三菱樹脂化学物質評価基準

三菱樹脂化学物質評価基準

Ａ 禁止 使用を禁止する。

Ｂ 削減 使用量、排出量を削減する。

Ｃ 管理 使用方法を管理し、排出量を削減する。

第２版

２００２年１月７日

三菱樹脂株式会社

環境安全部

三菱樹脂化学物質評価基準（第２版） 改訂　2002年 1月7日 

環境安全部

評価基準ＰＲＴＲＮＯ CAS 物質名（IUPAC) 別名

Ｃ 1 － 亜鉛の水溶性化合物
Ｃ 9 103-23-1ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)

Ｃ
24 － 直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が10から14まで

のもの及びその混合物に限る。) 
Ｂ 25 － ｱﾙﾁﾓﾝ及びその化合物
Ａ 26 1332-21-4石綿 　　　　　　　　　　　　　　　
Ｂ 29 80-05-74,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪﾉｰﾙ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA
Ｂ 30 25068-38-64,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪﾉｰﾙと1-ｸﾛﾛ-2,3-ｴﾎﾟｷｼﾌﾟﾛﾊﾟﾝの重縮合物ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA型ｴﾎﾟｷｼ樹脂(液状のもの
Ａ 42 75-21-8ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 　　　　　　　　　　　　　　　
Ｃ 43 107-21-1ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ
Ｂ 60 － ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 　　　　　　　　　　　　　　　
Ｃ 61 105-60-2ｲﾌﾟｼﾛﾝ-ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ
Ｂ 63 1330-20-7ｷｼﾚﾝ
Ｂ 68 － ｸﾛﾑ及び3価ｸﾛﾑ化合物
Ｂ 69 － 6価ｸﾛﾑ化合物 　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ 77 74-01-4ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 塩化ﾋﾞﾆﾙ 　　　　　　　　　　　
Ａ 84 － 1-ｸﾛﾛ-1,1-ｼﾞﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ HCFC-142b
Ａ 85 － ｸﾛﾛｼﾞﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ HCFC-22
Ａ 86 － 2-ｸﾛﾛ-1,1,1,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ HCFC-124
Ａ 87 － ｸﾛﾛﾄﾘﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ HCFC-133
Ａ 88 － ｸﾛﾛﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ HCFC-13
Ａ 90 122-34-92-ｸﾛﾛ-4,6-ﾋﾞｽ(ｴﾁﾙｱﾐﾉ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ ｼﾏｼﾞﾝ又はCAT
Ａ 94 － ｸﾛﾛﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ CFC-115
Ｂ 95 67-66-3ｸﾛﾛﾎﾙﾑ
Ｃ 100 － ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物
Ｃ 101 111-15-9酢酸2-ｴﾄｷｼｴﾁﾙ ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙｱｾﾃｰﾄ
Ａ 112 56-23-5四塩化炭素
Ａ 121 － ｼﾞｸﾛﾛｼﾞﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ CFC-12
Ａ 123 － ｼﾞｸﾛﾛﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ CFC-114
Ａ 124 － 2,2-ｼﾞｸﾛﾛ-1,1,1-ﾄﾘﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ HCFC-123
Ａ 132 － 1,1-ｼﾞｸﾛﾛ-1-ﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ HCFC-141b
Ａ 133 － ｼﾞｸﾛﾛﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ HCFC-21
Ａ 138 91-94-13,3'-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞｼﾞﾝ
Ｂ 139 95-50-1ｵﾙﾄ-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
Ａ 144 － ｼﾞｸﾛﾛﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ HCFC-225
Ａ 145 75-09-2ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 塩化ﾒﾁﾚﾝ
Ａ 162 － ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ ﾊﾛﾝ-2402
Ｂ 172 68-12-2Ｎ，Ｎｼﾞﾒﾁﾙホルﾑｱﾐﾄﾞ
Ａ 176 － 有機ｽｽﾞ化合物（トリブチルスズ）
Ｃ 176 － 上記以外の有機ｽｽﾞ化合物
Ｂ 177 100-42-5ｽﾁﾚﾝ
Ａ 178 － ｾﾚﾝ及びその化合物
Ａ 179 － ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ 200 127-18-4ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
Ａ 201 － ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ CFC-112
Ａ 204 137-26-8ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ ﾁｳﾗﾑ又はﾁﾗﾑ

･日本化学工業会の化学物質使用実績集計に参加して
おります。

･1998年から環境省/神奈川県ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業に平塚
工場が参加、化学物質の排出・移動量を把握する
ｼｽﾃﾑ作成に協力してきました。

Ｐー６

特定化学物質については０５年
までに全廃します。



三菱樹脂環境保全基準

D:環境保全基準

三菱樹脂環境保全基準

１．目的
　　　　地域環境保全のため、法律や条例よりもきびしい自主基準（三菱樹脂環境基準）を
　　　　定めて、定期的な測定により汚染防止の監視を行う。

２．範囲
　　　　適用範囲は、国内の三菱樹脂工場とする。

３．設計基準
１）河川排水
　一般項目とアンチモン、鉛、カドミウム、六価クロムは、滋賀県排水基準値の半分
　（四捨五入で有効数字１桁）とし、その他の項目は、排水基準の約１／１０に匹敵
　する環境基準とする。

２）下水道排水
　平塚工場の下水道排水は、ＢＯＤ、ＳＳ、Ｎーヘキサン抽出物質、ヨウ素、ニッケル
　については、平塚市基準の８割とし、市基準に定めのない項目は対象外、
　その他項目は河川排水と同じとする。

３）地下水
　環境基準とする。

４）大気排出
　硫黄酸化物はＫ値１（国の基準は１７、５）、ダイオキシンは２００２年より適用
　される基準の半分とし、その他項目は、国の基準の８割とする。

５）騒音
　地域で定められた基準値よりも０～５ｄＢ小さい基準とし、個別に設定する。

６）振動
　病院、学校の周辺に適用される、最もきびしい基準（昼間５５ｄＢ、夜間５０ｄＢ）
　とする。

＜例外＞
　１．河川排水のＰＨは、６．４～８．４とする。

　２．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は、環境基準の半分とする。

　３．下水道排水のＰＨは、５．８～８．６とする。

　４．郡山工場のｎーヘキサン（鉱物）は、１ｍｇ/L　とする。

　５．ディーゼルエンジンの窒素酸化物、硫黄酸化物は国の基準の９割とする。

　６．平塚工場のボイラ－（ガス使用）は、窒素酸化物１００ｐｐｍ
　　（神奈川県基準１０５ｐｐｍ）、ばいじん２２５ｇ/ｈ（県の基準２８１ｇ/ｈ）とする。

　７．滋賀県条例の混合施設（集塵機）よりの鉛、カドミウムは、滋賀県基準の　
　　１割とする。　

　８．郡山工場の洗浄施設よりのトリクロロエチレンは５０ｍｇ/Ｎｍ3
　　（国の基準３００ｎｇ/ｍ3　：規模が小さいため当該施設は該当しない）とする。

以上

地下水

下水道
排水

河川
排水

騒音

大気
排出

振動

第１版

２００１年１２月１日
三菱樹脂株式会社

環境安全部
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０.１

ｍｇ／Ｌ

ｍｇ／Ｌ

一般項目、鉛などは
滋賀県の１／２

その他は１／１０

例：ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

例：鉛

０.０１

０.１

０.０１

０.０５

・設計思想統一
・工場基準統一ポイント
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　商品設計・開発する商品に
ついて適用する。
　新商品開発ＤＲ対象商品と
指定された商品について実施

商品開発環境アセスメントの実施

Ｐ－８



第１版第１版

２００２年１月２５日２００２年１月２５日
三菱樹脂株式会社三菱樹脂株式会社

総務部総務部
環境安全部環境安全部

メーカー
代理店

ﾀﾞｲﾔｻｰﾋﾞｽ
（売店）

三菱樹脂

購入

仕入れ

グリーン事務用品一覧表グリーン事務用品一覧表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

環境にやさしい商品が、一杯です。環境にやさしい商品が、一杯です。

グリーン購入事務用品事例
中分類 (売上分類･詳細分類 ) 小分類 (品名)

項目 コ－ド 項目

全角(20) 半角(4) 全角 (20)

グリーン事務・筆記具 501G リサイクル鉛筆 １ダース

赤鉛筆 木物語 １ダース

パイロットボールペン エコメイト

三菱ボールペン エコライター　

ゼブラボールペン ニューハードケアＳ

ＹＥＳボールぺんてる ＥＢ１００

ＹＥＳサインペン ＥＳ５２０－Ａ

パイロットＥＣＯＭＡＴＥ　プチペン

パイロットＥＣＯＭＡＴＥ　プチペン 中字

ＹＥＳ替芯 ＥＣ２２５　０．５

エコネット消しゴム ＥＢ－ＬＡＥ　大

エコネット消しゴム ＥＢ－ＳＡＥ　小

ライオン直線定規 ３０ｃｍ　ＮＯ５ＫＲ

グリーン事務・スタンプ 502G スタンプ台 ＨＧ－３ＥＣ　大

スタンプ台 ＨＧ－２ＥＣ　中

スタンプ台 ＨＧ－１ＥＣ　小

グリーン事務・切り貼り用品 503G ナイスタック ブンボックス

ピットのり 　ＰＴ－ＧＴ　大

ピットのり 　ＰＴ－ＴＰ　小

ニットークラフトテープ

布テープ

事務用はさみ 環境対応　ＥＳ－１６０

グリーン事務・収納 504G イトーキ置換ケース ＮＯ１

イトーキ置換ケース ＮＯ２

イトーキ置換ケース ＮＯ３

グリーン事務・修正用品 505G ＹＥＳ修正液 ＸＥＺＬ１－Ｗ

トンボ修正テープ ５ｍｍ　ＣＴ－ＹＮＥ５

トンボ修正テープ ４ｍｍ　ＣＴ－ＣＸ４

トンボ修正テープカートリッジ　４ｍｍ

グリーン事務･綴り用品 506G 綴り紐 ＴＨ－Ｐ７５ セル先再生ペット

綴り紐 ＴＨ－Ｊ７５ 漆先　天然純綿

ホッチキス ＨＤ－１０ＮＥ

ホッチキス ＨＤ－１０ＤＥ

プラファスナー ＦＡ－１１５

ペーパーパッチ ター５

グリーン事務・フォルダー 507G ファイルボックス－ＦＳ　Ａ４－ＳＦＦＮ

持出しフォルダー Ａ４ＣＦ

イトーキ個別フォルダー　Ａ４Ｆ－３０１６

イトーキ個別フォルダー　Ａ５Ｆ－３０１６

イトーキ個別フォルダー　Ｂ５Ｆ－３０１６

イトーキメタルガイド 　Ａ４Ｇ－００１５

イトーキ雑フォルダー 　Ａ４Ｆ－６０１６

イトーキカラーラベル

グリーン事務・ポストイット 508G ポストイット ５００ＲＰ

ポストイット ６５３ＲＰ・６５４ＲＰ

ポストイット ６５６ＲＰ

ポストイット ７００ＲＰ

グリーン事務・ファイル 509G クロス表紙 Ａ３

クロス表紙 Ａ４

クロス表紙 Ｂ４

クロス表紙 Ｂ５

ボール用箋はさみ Ａ４

ボール用箋はさみ Ｂ４

ボール用箋はさみ Ｂ５

フラットファイル フー２０

フラットファイル フー１７

フラットファイル フー１６

長浜工場が
先行して実施

Ｐ－９

グリーン購入管理要領制定
全社に展開中

ダイヤサービス社売店

ｸﾞﾘｰﾝ事務用品品
揃え



　 　 環 境 計 量 証 明 事 業
　 　 　 　 　 　 　 　 環 境 計 量 証 明 業 務
　 　 　 　 　 　 　 　 作 業 環 境 測 定 業 務
　 　 　 　 　 　 　 　 厚 生 省 認 可 水 道 水 分 析 業 務

　 近 隣 の 市 町 村 及 び 、 事 業 所 か ら の 依 頼
に よ り 測 定 を い た し て お り ま す 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 排 ガ ス 　 （ ボ イ ラ ー 、 焼 却 炉 、 乾 燥 炉 等 ）
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 水 質 分 析 （ 工 場 排 水 、 河 川 水 、 地 下 水 ）

　 　 　 　 　 汚 泥 分 析 （ 廃 棄 物 、 土 壌 、 底 質 等 ）

　 　 　 　 　 作 業 環 境 測 定 （ 粉 塵 、 特 定 化 学 物 質 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金 属 、 有 機 溶 剤 ）

環　境　計　量　証　明　事　業
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環境ホームページ

ＵＲＬ　http://www.mpi.mpi-mrc.co.jp

全社版環境報告書
工場サイト版もＰＤＦで

ＵＲＬ　http://www.mpi.mpi-mrc.co.jp
アドレスは

社
外

ぜひ一度
見に来て
下さいネ！

Ｅｍｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ
Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ
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コミュニケーション
環境報告書の発行

　全社版　第１号
（2001年6月発行） 　工場版　第１号

（2001年1月発行）
　工場版　第２号
（2001年7月発行）

環境ＩＳＯﾆｭｰｽの発行 定期発行

Ｐ－１２


	三菱樹脂の環境保全活動
	環境ホームページ

